
MICRO ACEの新製品

鉄道模型マイクロエース
平成 年 月

株式会社マイクロエース
製品の仕様・価格・発売時期は予告なく変更することがありますので、予めご了承願います。

A1863

 

東武8000系・原形窓更新車・新塗装

 

6両セット

A0106

 

東武8000系・新製冷房車・新塗装

 

6両セット
予価：22,000円（税別）

予価：21,400円（税別）

JANｺｰﾄﾞ：135532 ｶｰﾄﾝ内入数：12

JANｺｰﾄﾞ：102374 ｶｰﾄﾝ内入数：12

商品形態 Nゲージ塗装済完成品（素材：ABS樹脂製

 

対象年齢：14歳以上

 

ブックケース入り）

実車

商品概要

オプション

付属品

白い車体に濃淡ブルーの帯・車体更新前の姿

行先シール

•マイクロエース私鉄電車シリーズの更なる充実

•東武8000系のバリエーションモデル

•ヘッドライト、テールライト、前面行先表示器点灯。LED使用。ON-OFFスイッチ付

・4両＋2両の編成。パンタ付先頭車モハ8571を連結

・床下にBLMGを装備する後期車

・原形前面、側面方向幕無しの時代を再現

※部品共用により床下等一部実車と異なります

東武鉄道商品化許諾済

幅広室内灯：G0001/G0002/G0003/G0004，マイクロカプラー自連・灰：F0004

1963(昭和38)年、東武鉄道は旧来の車両に代わる新性能通勤電車を登場させました。これが8000系です。

 

1983(昭和58)年まで20年の間に712両が製造され、JR以外の私鉄各車の中では単一形式として最大勢力を

 

誇る車両となりました。1972(昭和47)年に製造されたグループからは冷房装置が設置された他、1976(昭和

 

51)年に製造されたグループからは台車が変更されるなど、製造年次ごとの細かい差異が数多く見られます。

 

1985(昭和60)年から順次車体塗装が変更され、ジャスミンホワイトをベースに濃淡ブルーの帯を配した爽や

 

かな装いに変更されているほか、1986(昭和61)年からは車体修繕工事が順次行われ、前面形状の変更や側

 

面方向幕の設置などが行われており、現在も東武鉄道の主力車両として各路線で活躍を続けています。
2012(平成24)年には車体修繕を受けた8000系の中で唯一原型前面を保っていた8111編成が動態保存され

 

ることになり、東武博物館に車籍が移されたほか、登場時のベージュと朱色の塗装への復元、前面上部の

 

マーカーランプ復元などが行われました。

白い車体に濃淡ブルーの帯。側面方向幕付

編成図
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・8111F東上線末期の姿を再現

・妻板に帯無し、側面方向幕設置後の姿

※部品共用により前面貫通扉のサボ受等一部実車と異なります

東武鉄道商品化許諾済

編成図
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